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＜連絡事項＞
・柳杭田　かつ子様～妄想様発言や左右された行動がみられている為、定期薬　　

止めとなり４月14日～臨時薬７日分へ変更処方となって

　　　　　　　　　　妄想や行動など観察していきましょう。

・村上　元道様～服薬調整のため、４月14日～臨時薬７日分が変更処方となっています。幻聴や妄想、イライラ、身体症状の有無など観察

していきましょう。
・小坂　君子様～服薬調整中のため、4月14日～臨時薬７日分が継続処方とな

っています。幻聴・妄想など観察していきましょう。
・佐々木　淳様～服薬調整のため、4月14日～臨時薬7日分が継続処方となっ
ています。眠気や血圧の変動・歩行時のふらつき等観察していきましょう。
・佐々木　善孝様～多飲水量傾向・口渇みられているため4月14日～漢方薬

白虎加人参湯3.0gが3×vdeで7日分処方となっています。
口渇の状態を観察し飲水量ついて適宜指導していきましょう。

・木村　梅子様～倦怠感や眩暈・血圧低値のため4月14日～コロヒポナリン（5）2Tが
2×ndeで7日分処方となっています。眩暈・血圧の変動に注意していきましょう。

　　　　　　　　　　　　

＜消防訓練を実施しての反省＞
・実際、煙が出なかった為、危機感が少なかった。
・患者様を避難誘導する時、トイレに入っている方もいた為全員を避難させるまでに時間を要してしまった。
・耳の聞こえない患者様には、紙に「火災です。避難して下さい」と書き視覚的に確認していただく事で、患者様も焦ることなくスムーズに避難できた。
又、松葉杖を使用している患者様の避難はシーツを使用し頭部・足元をもち女性スタッフ2名で移送しました。シーツを使用する事で、スタッフも移送時無理なく行なうことができました。
・火災報知機がなった際、患者様がいつもの間違いで鳴っていると思われた方もいた様でゆっくり避難していた。
· 他のスタッフも、トイレ・各部屋をあけ残留者の有無を確認していたため確認が早く出来た。
※本日の消防訓練を振り返り、火災時の基本行動マニュアルの読みあわせを行なっています。

火災時緊急基本行動
	
	項目
	　　　　　　　　内　　　　　容

	１
	出火場所の確認
	①　最寄の火災受信機のある場所へ直行する。（途中で誰かに出会ったら聞く）
〔受信機設置場所〕
庶務管理室・北病棟スタッフオフィイス・南病棟Ａスタッフオフィス
南病棟Ｂスタッフオフィイス・西病棟スタッフオフィス
②　受信機の表示窓で出火場所（位置）を確認する。

	２
	出火現場の確認
	1 受信機で確認した実際の場所へ直行し、火災の確認をする。
2 途中で会った人には出火場所を知らせて、一緒に現場に向う。

	３
	消防通報
	1 消防機関へ通報を行う。
2 方法としては、火災通報専用電話、内線電話（699）、公衆電話からできる。
· 初期消火と同時進行で行う。（複数人数の場合）一人の場合は消防通報優先


	４
	初期消火
	1 消火器、または消火栓を使用する。
※天井や壁に火がまわったら、消火器は使用しない。

	５
	隔離室の解放
	1 隔離患者様がいる場合は、解放する。
2 可能ならドアが閉まらない様に鍵をかけた状態で開けておく。
※初期消火と同時進行で行う。

	６
	非常口の開錠
	①初期消火の失敗後、病棟に戻り電気錠をスｲッチで開錠する。

	７
	棟内への情報
伝達
	1 病棟内部に火災情報を伝達する。（患者様にも）
2 方法としては、放送設備、ハンドマイク、大声で叫ぶなどがある。

	８
	区画形成
	1 火災受信連動操作盤のスｲッチで作動させる。
2 手で引っ張って閉める。
※出火棟でない場合は、避難誘導してから区画形成する。

	９
	避難誘導
	1 自力歩行できる患者様を誘導する。
2 自力歩行できない患者様は、車椅子、シーツ、抱く、背負うなどの方法で避難介助する。

	10
	残留者なしの
確認
	①　ひと通り避難が終了したら、病棟内の部屋を全部見て歩き、残留者の確認をする。


	11
	人員確認
	1 避難場所で人数確認をする。
2 それぞれの避難場所の合計で最終人数の確認をする。
3 外出・泊中の患者様の人数を把握しておく。

















